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本論文では多くの新知見と新技術の開発が述べられているがその中から 2 ， 3 例を示すと，
(1)たとえば油浸紙ケーブルのカーボン紙静電遮蔽層に金属薄膜を蒸着することによって高電界での
誘電体損失が減少することを見出し その理由を解析している。
(2) 超高圧電力ケーブルの中心導体付近の高電界部の誘電率を他より大きくして最大電界を低下させ，
絶縁耐圧を向上させる誘電率グレーデングの着想を初めて理論的に提出しその実用化に成功してい
る。
(3) 直流ケープルの極性逆転時やサージ電圧などによる絶縁破壊の機構を明らかにするために油浸絶
縁体一一電極系の空間電荷分布を物性論的な立場から解析的に求める方法を初めて確立し実験結果
からこれを言正明している。
(4) この他複合紙油浸系のクレージングの問題を早くから指摘し，その機構と対策について研究し，
又超高圧ケーブルの過渡的熱特性や誘電特性の新しい測定法を考案するなど多くの超高圧ケープル
実用化に伴う問題点を詳細な実験から解決している。
以上述べたように本論文は大容量電力ケーブル開発の際の問題点に材料物性的見地から考察を加え，
系統的な実験研究を行うことによってこれを解明したもので，大容量ケープル実用化への道を聞いた
点で電力工学の分野で貢献する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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